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公私幼保合同研究会 まとめ

保育実践(運動遊び)研究会
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ねらい・内容

心と身体の健やかな成長のために、

保育・幼児教育の現場で大切にすべきことについ
て、理論と実践から学び合う

テーマ

心と身体を育む遊びと環境づくり

～子どもがワクワクする遊びとは？
遊びによって育つ力を支える保育者の役割～

講 師

千里金蘭大学

教 授 岸本 みさ子

参加園所

AIAI NURSERY大淀中 南住吉つばさ保育園 念法保育園

ひまわり幼稚園 ひまわり幼稚園 金蘭会保育園

大阪市立酉島保育所 キッズパレス美章園 港保育所

小松幼稚園 大阪市立長吉第1保育所 大阪市立日之出保育所

大阪市立生野保育所 大阪市立万領保育所 大阪市立茨田第1保育所

大阪市立南津守保育所 大阪市立大淀保育所 大阪市立野田保育所

大阪市立大宮第1保育所 大阪市立加島第1保育所 大阪市立鯰江保育所

大阪市立阪南保育所 鶴見みどり保育園 大阪市立大浪保育所

大阪市立御崎保育所 大阪市立浪速第1保育所 大阪市立西大道保育所

大阪市立大正保育所 大阪市立北加賀屋保育所 大阪市立小田町保育所

大阪市立味原保育所
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日 時 場 所 内 容

5月 27日（火）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター ・講義 ・ 実技

  7月  8日 （火）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター
・講義
・実技 ・ グループ分け ・ グループワーク

8月  22日（金）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター
・講義
・実技 ・グループワーク 発表

 10月 24日（金）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター
・講義
・グループワーク 発表 ・実技

 12月  12日（金）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター
・動きたくなる環境の実践報告
・今までの学びの振返り ・実技

 1月   9日（金）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター
・乳幼児期に必要な運動遊びに関する視点の整理
・報告会に向けてのディスカッション ・実技

  2月   9日（月）    14:00 ～17:00 保育・幼児教育センター ・研究報告会準備

 3月 2日（月）    14:00 ～17:00  保育・幼児教育センター ・研究報告会



第１回 5月27日

講 義「心と身体の健やかな成長のために
保育・幼児教育の現場で大切にすべきこと」

〇子どもの現状と課題
〈生活体験の減少〉
日々の生活体験が減少したことが、体力の低下に繋がっている

日々の小さな「積み重ね」が重要

生活環境の変化による経験不足－便利な世の中になり、生活の中の活動量が減少している
1.時間の減少 2.空間の減少 3.仲間の減少

子どもの体力低下 ＆ 子どもの足の課題
土踏まずの形成・浮き指の問題
・落ち着きがない ・じっとしていられない ・バランスが悪い

保育・教育の場は、子どもが「未経験の動き」を経験する機会を保障をする必要がある！

主体的に
かかわる機会



就学前施設での困りごと(身体面)

♢姿勢の保持(体幹が育っていない) 体幹を使う遊び

♢顔のケガが多い 体支持力を身につける遊び

♢友達とぶつかることが多い  動体視力を身につける遊び

♢立ったまま靴を履くことができない バランス力を身につける遊び

♢じっとできない 「動」と「静」のバランス 沢山動く！

〇体力・運動能力とは
・日常生活の中で、様々な動きの体験が必要！！
・乳幼児期の運動とは

           技術の習得 < 様々な動きの経験

様々な動きの経験なくして、複雑な動作の獲得は難しい



〇運動と脳の発達

・脳の発達
全身を動かすと、脳がバランスよく発達する
脳の成長には楽しく運動することがいちばん！楽しい時にこそ、脳は働く！



〇動きたくなる環境づくり 保育者のかかわり
乳幼児期から学童期前半の特性から考える身体づくり ～運動あそびを考える際のポイント～



仕掛学 松村真宏著

「したほうが良い」

→「ついしたくなる」〇



隙間時間を環境構成を最大限利用して！
体づくりは日々の積み重ねが重要！

↓
運動あそびの時間を確保だけでなく、
少しの時間を活用できないか

 ↓
「短時間」で「楽しく」「様々な動きの経験」

ができる活動や環境構成

☆保育者・教育者の援助や環境構成が大切！

運動あそびの効果



〇「保幼こ」から「小」へつなぐ  (架け橋プログラム・架け橋カリキュラム)

保幼こ小連携

「架け橋プログラム(カリキュラム)観点から」
「知ること」とても重要
＜子どもについて＞
・子どもたちがどのような経験をしているのか ・どの動きを獲得しているのか

＜お互いの施設での教育・保育活動について＞
・就学前の生活や学び、経験していること ・就学後の生活や学び
・各施設で何を大切に指導しているのか

♢生活習慣・生活環境
・遊びを中心とした生活から、椅子と机の生活へと変わる
♢施設
・階段での移動が多くなる

保幼こ小連携の観点から身体づくりを考える
「身体づくり」＝「自分の身体を自分の思い通りに動かすことができること」

身体づくりに繋がる活動は、運動あそびや体育の時間だけではなく、
日常生活の中にたくさんある。





第 2 回   7月8日

講 義「幼児期・学童期の運動経験から育つ
認知能力・非認知能力」

〇運動経験から育つ認知能力・非認知能力

認知能力
・多様な動きの経験
→自分自身の身体を自分の意志で動かすことが
できる

非認知能力
・自ら意欲的に身体を動かそうとする

・社会情動的スキルの獲得
「目標の達成」「他者との協働」「情動の制御」



幼児期運動指針 H24年 文部科学省

幼児は様々な遊びを中心に、合計60分以上、楽しく身体を動かすことが大切です

1.多様な動きが経験できるように様々な遊びを取り入れること
2.楽しく体を動かす時間を確保すること
3.発達の特性に応じた遊びを提供すること

＜幼児期における

運動の意義＞



＜乳幼児期に必要な体力とは⁇＞

体を動かす

体を動かす能力 筋力・筋持久力・敏捷性・スピード・平衡性・協応性・持久力・柔軟性

体を動かそうとする能力 意思・判断・意欲

しんたい

身体的要素は、発展途上。体の成長とともに発達していく。
幼児期にもっとも必要なことは、スキル的な要素ではなく、

①意欲的に物事に取り組もうとする態度
②自己選択しながら取り組むこと

などが重要！！

運動遊びの指導案立案の考え方

指導案立案時に「育てたい力」を明示 「保育者の願いや配慮点」に非認知能力を意識した記述が増加
保育者の援助が変化する



運動遊びの指導案立案の考え方

1.「育みたい心の力」の可視化
「言語化する過程で、保育観の見直しが可能となる」
「観る視点が確立され、子どもを理解する手立てとなる」

2.新しい指導案の導入「育てたい力(心・からだ)」

「保育中に見られた子どもの姿・考察」



第 3 回  8月22日

〇グループワーク「スモールステップのあそびを考える」
・スモールステップとして考え、テーマを1つに決める。
・その活動ができるため、どのような遊びができるか。
・動き→どんな動き→どのような遊びができるのか。
・「やりたい」と思う。「ワクワクできる」ために、どのように導入すれば良いか考える。

宿 題
ドキュメンテーション
・活動している風景、環境
・面白いー言葉、発見
・保育者の気持ち
ワクワクしたこと
・子どもに関するコメント



第 4 回  10月24日

〇「動きたくなる環境」を考える
・”動きたくなる環境づくりにチャレンジ”

つい「やりたくなる」環境を作ってみましょう。
考える際、「基本的な動き46種類」(基本的な動き(46種類)と分類「幼児の運動遊び」吉田伊津美著)を参考に
考えてみましょう！
今回は、保育者が導入を考えて実践する活動ではなく、動きの経験に繋がる環境を準備し、子どもが
どのように関わるかを観察してみましょう。

☆写真を使ったドキュメンテーションを作成しましょう
①環境(教材)の写真 ②活動のねらい ③子どもの姿 ④保育者の気づき

〇実践の共有
ドキュメンテーション「スモールステップのあそびを考える」



第 5 回   12月12日

〇動きたくなる環境の実践報告
ドキュメンテーション「動きたくなる環境づくりにチャレンジ」を共有する。
「気付き」「どのような展開が期待できるか」等について話し合う。

〇実践報告のまとめをグループ発表

〇今までの学びの振り返り
・子どもの気持ちが動いて、そこに体が動く。
・いつもと違う環境→子どもは動く
・置いておくだけでは、意図しない動きになる
→ 保育者が、この動きをしてほしいと思う → 人的環境→保育者が動いて見せる
・子どもの違う動きも面白い → 保育者がどう読み取るのかが大事



第 6  回   1月9日

〇乳幼児期に必要な運動遊びに関する視点の整理
乳幼児期にとっての運動遊びとはどのような活動か
♢子どもが主体的に動きたくなる環境づくりの視点
♢スモールステップの考え方・活用方法の視点
♢幼児期に身につけておきたい動きの視点
♢日常生活の中での身体づくりの視点



第 7 回   2月9日

〇グループ発表に向けて
ディスカッション＆発表資料作成



実 技

ゲーム

♢メチャビ―
チームに分れ、真ん中にある
ボールを1個ずつ自分の陣地
に持ってくる

隙間時間に取り組める遊びの一例

♢背中ピンピンの三角座り

♢両手あげ(おにぎり)

♢手合わせ・足合わせ(バランス)

♢手叩き・指合わせ

♢床叩き・足鳴らし

♢クマ歩き(前歩き、後ろ歩き、片足クマ)・クモ歩き(片足上げ)



実 技



研 究 報 告 会第 8 回   3月2日



研 究 報 告 会



Ｒ７年度研究会メンバーと指導講師の岸本先生



保育実践保育実践＜保育実践運動遊び研究会＞参加者の振り返り

1.研究会に参加したことで、どのような気付きや学びがありましたか？
・運動遊びは、しっかりと時間を取って取組まなければと思っていたが、隙間時間でも体を動かせる遊びを知ることができた。
・子どもの発達段階を丁寧に捉え、スモールステップを意識した活動の組立てや子どもがやってみたくなるような仕掛けづくりが
主体的な運動遊びにつながり、環境構成や関わり方の大切さを再確認する学びとなった。
・グいループディスカッションの中で、一つの遊びのスモールステップを考えると、たくさんの遊びを考えることができて、自分だけ
では思いつかない遊びも知ることができて、遊びのレパートリーが増えた。

2.研究会に参加したことで、日ごろの保育(環境などを含む)に変化はありましたか？
・日中の活動の中で何かをする!という意識はいい意味で薄くなり、日ごろできることは何か？こんな動きは面白そうと思えるように
なり、子どもの体づくりの土台につながっていくという意識になった。
・子ども一人ひとりが何に興味があり、何に困っているかを意識するようになった。今、子どもが何を楽しんでいるかを考え、それから
遊びや環境を整え、子ども自身で遊びが広げられるように担任間で話合い、共有するようになった。
・実践で学んだ遊びをクラスで多く取り入れた。楽しく体を動かしながらアレンジを子どもと考えるなど日々の空き時間やクラス活動
においての過ごし方や考え方が大きく変わった。

3.研究会での学びを、どのような方法で自園所の職員に伝えましたか？(生かされましたか？)
・研修報告を通して伝えたり、実際に保育で運動遊びを取り入れたりした。
・職員会議での共有、幼児クラスでは担任や子どもを交えて一緒に遊ぶ活動を行うことで進め方や雰囲気を感じてもらえるように
した。
・ドキュメンテーションを共有したり、自分の気付きや学びを伝えたりした。幼児クラスに伝え、保育に取り入れる様子があった。

4.研究会の学びを生かして、今後どのような保育をしていきたいですか？
・なぜ運動遊びをすることが大切なのかということや、遊びの細分化の仕方、子どもたちが自然と体を動かしたくなる環境のつくり
方(仕掛学)などを学んだ。乳幼児期には日常生活の中で自然といろいろな動きができるような環境づくりをしていきたい。
・子どものやってみたいという気持ちを支えられるように、環境や活動を組立てていきたい。朝の会の前や絵本を読む前などの隙間
時間を活用し、生活の中で指先や足先を使う小さな動きも意識しながら継続して取組んでいきたい。
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学びとなったこと

研究会メンバーによるまとめ資料
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